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第 3209 回例会記録 
日時：2026 年 6 月 11 日（木）12:30∼ 

会場：ホテルサンシャイン 2F 

本日のプログラム 次回のプラグラム 

6 月 18 日（木）12:30∼ 
クラブフォーラム（五大奉仕・クラブ

奉仕部門）退任挨拶と活動報告 

6 月 27 日（土）18:00∼ 

夜間例会 

親睦ゴルフ・パークゴルフ表彰式 

佐渡正幸ガバナー地区スローガン Rotary のことを熱く語ろう！～Rotarian Benefits を紡ぎ、そして育むために～ 

大西孝拡会長テーマ ただひとつ 原点回帰 

 

会長報告 大西会長 

 

皆様 こんにちは。 

本日の例会 青少年奉仕委員会担当によります、インター

アクト活動報告にご参加いただきありがとうございます。 

遠軽高校ボランティア部、顧問の宮森先生と本日は 5 名

の生徒にお越しいただきました。発表の準備と本日お越しい

ただきましたこと、クラブを代表し御礼申しあげます。後ほど

発表よろしくお願いいたします。 

本日の会長報告ですが「ロータリーの成長の一翼（いちよ

く）を担おう」と１通のメールが届きましたのでご紹介します。  

このメールは会員増強詳細報告です。ロータリーでは、

2030 年までにロータリアン数を 125 万人に、ローターアクタ

ー数を 12 万 5,000 人以上に増やすことを目標に掲げ、会員

基盤の成長に力を注いでいます。この目標は、ロータリーの

創立 125 周年という歴史的な節目と一致しており、 一世紀

と四半世紀にわたる奉仕、リーダーシップ、友情の節目を祝

うことを目指しています。 度々ご紹介しております、マイロー

タリーでは次のような方法で会員増強をご支援いただけま

す。 ･お知り合いの方をロータリーの例会やイベントに招待

し、ロータリーを直接体験してもらう。 ・友人や仕事上の知り

合いにあなたのロータリーのストーリーをシェアする（直接ま

たはソーシャルメディアを通じて）。 ・革新的なクラブによる

活動を紹介する（柔軟な例会の形式、新たな層にアピール

する奉仕プロジェクトなど）などです。どんな小さな取り組み

にも意味があります。力を合わせれば、ロータリーの参加者

基盤を広げ、そのインパクトを高め、世界中で持続可能な奉

仕のレガシーを築くことができます。と記されておりました。 

また若者の参加を促すことで会員増強に成功ともあり、 

若者は、実際に体を動かして奉仕活動に参加し、地域社会

に変化をもたらしたいと願っています。ロータリー財団の活

動を通じ、ロータリー会員と若者たちが手を取り合って、地

元や海外の地域社会のために力を尽くすことができます。と

も記されてます。今後は当クラブと遠軽高校ボランティア部

とが手を取り合って遠軽町での奉仕活動等で協業できれば

と私個人的にも願っております。ぜひボランティア部の皆さ

ん、よいアイデアがあれば当クラブを巻き込みご提案下さ

い。 

それでは本日の青少年奉仕委員会担当によりますインタ

ーアクト活動報告例会、よろしくお願いいたします。 

 

幹事報告 加藤幹事  

1, 遠軽町からツツジの花殻摘みへの協力の案内が届いて

おります。6 月 20 日土曜日の午前 7 時より太陽の丘虹の

ひろばで実施されます。多数の参加をお願いいたします。 

2, 家庭学校より運動会への寸志へのお礼文が届きました。 

  

委員会報告 親睦活動委員会 朝長委員長 

 6 月誕生日、結婚記念日、花、記念品贈呈 

 誕生日 朝長 賢一会員、吉川 健児会員、植村 涼子会

員、棚橋 忠会員 

 結婚記念日 益井 伸也会員、成田 弘明会員、西 清治

会員、吉田 昌子会員 

  国際奉仕委員会 佐藤 好生副委員長 

国際奉仕委員会、本年度最後の事業です。今年度は 6

月 13 日をロータリーデーとし、13 時から 15 時までの予定

でポリオ撲滅募金活動を行います。場所は遠軽神社境内に

て。当日はひょうたん祭りを開催しており、一部スペースをお

借りして、ポリオ撲滅グッズの配布、募金活動を行います。

お時間のある方は是非とも協力をお願いいたします。 

 

本日のプログラム 青少年奉仕委員会 福家委員長 

 遠軽高校インターアクト活動と短期海外研修報告 

   

 遠軽高校のボランティア部は、「遠軽で支え合う」という大

きな目標を掲げ、地域社会に貢献するために以下のような

多岐にわたる活動を行っています。 

 【環境美化活動】クリーンアップ（5 月）:年に一度、湧別町

の三里浜海岸でゴミ拾いを行っています。町内のゴミ拾い: 

毎週木曜日に遠軽町内のゴミ拾いを実施しており、一度に

約 31kg ものゴミを回収することもあります。 

 【イベントや行事への協力】ふれあい広場（6 月）: 町内の

福祉施設でのイベントで、くじ引きや射的などの運営を手伝

っています。コスモスフェスタ（9 月）: 太陽の丘でのイベント

に合わせ、来場者へのアンケート調査や、高校生がデザイ

ンしたシールの配布を行っています。クロスカントリー大会

（2 月）: 出場選手に対し、飲み物や軽食を提供するなどの

おもてなし活動をしています。 

 【食を通じた支援】ボンジーア子ども食堂: 月に一度、使わ

れなくなった食材を活用して町民に食事を提供するイベント

で、皿洗いや配膳を手伝い、フードロスの削減に貢献してい

ます。キッズ: 月に一度、町内の子どもたちを対象とした食

堂で、料理の手伝いや食後の交流を行っています。 

 【福祉・交流活動】はなカフェ: 月に一度、認知症の当事者

やその家族とレクリエーションなどを通じて交流し、認知症



す。児童館への訪問: 毎週水曜日に町内の児童館を訪れ、子

どもたちと一緒に遊ぶ交流活動をしています。 

 【国際交流に関連した地域活動】エンアイリッシュデー: 遠軽

町とアイルランドのつながりを調査し、その歩みをまとめた展

示品を制作してメトロプラザに飾るなど、町民の理解を深める

活動を行っています。 

 これらの活動を通じて、部員たちは町民と協力しながら、自

分たちの町を大切にする心を育むことを目指して励んでいま

す。 

  

 台湾でのインターアクト短期研修では、日常生活の些細な違

いから学校交流、歴史的建造物の見学まで、多岐にわたる発

見と異文化体験を報告します。 

 【日常生活や街中での発見】交通事情: 乗用車の速度が日

本よりも非常に速く、高速道路並みのスピード感に驚きを感じ

ました。また、車線が日本とは逆であることや、歩行者信号に

残り秒数が表示されている点も日本との違いとして挙げます。

公共交通機関: 地下鉄の切符が紙ではなく、コイン（トークン）

型であることに文化の違いを感じました。五感で感じる文化: 

街中でのガソリンや食べ物の匂い、夜市での臭豆腐の独特な

香り、バスの中の香り袋など、日本とは異なる「匂い」の体験

が強く印象に残っています。スーパーマーケット: 商品一つひと

つが非常に大きく、特に日本よりもはるかに巨大なスイカが売

られていることに驚愕しました。 

【学校交流（新竹商業高等学校）での体験】コミュニケーショ

ン: 最初は言語の壁がありましたが、Instagram を交換したこと

をきっかけに距離が縮まり、その後は翻訳機や通訳を通じて

楽しく交流できました。食文化の違い: 昼食を共にした際、台湾

では食事の前に全員で「いただきます」と挨拶する習慣がない

ことに気づきました。そこで日本側の生徒が「いただきます」の

挨拶を披露し、日本の文化を伝える機会となりました。学校施

設と部活動: お城のように巨大な校舎や、敷地内にカラオケが

あるといった文化の違いに驚いています。また、現地のインタ

ーアクトクラブはボランティアだけでなくアーチェリーにも力を入

れており、実際に体験させてもらうことで言葉を超えた交流を

深めました。 

【観光・歴史・伝統文化の体験】夜市（イエシー）: 深夜 10 時

を過ぎても活気にあふれる様子や、本格的な射的ゲームを楽

しみました。十分（シーフェン）での天燈上げ: 線路のすぐ脇で

願いを書いた大きなランタン（天燈）を空へ放つ体験をしまし

た。走行する列車のすぐ近くで観光客が活動するダイナミック

な活気は、日本では考えられない光景として印象に残っていま

す。中正記念堂: 台湾の歴史を学ぶとともに、軍人の一糸乱れ

ぬ交代式を見学しました。また、敷地内にある「健康の道（石

畳の道）」を歩き、足裏への激痛から自分の健康状態を心配

することになりました。台北 101: かつて世界一の高さを誇った

ビルを訪れ、巨大な地震対策用の重り（ダンパー）など、現代

技術と伝統文化が共存する様子を目の当たりにしました。 

これらの体験を通じて、参加した生徒は「当たり前だと思っ

ていた固定観念が変わり、違いを受け止めて行動できる力が

育った」と振り返っており、海外へ出ることの大切さを実感して

います。 

＜文責：宇野メディア委員長＞ 

 

■Ｔｏｄａｙ‘ｓ Ｓｎａｐ！ 

6 月誕生日おめでとうございます！ 6 月結婚記念日おめでとうございます！ 

遠軽高校インターアクト活動報告 

 
ポリオ撲滅募金活動の様子 1 

 
ポリオ撲滅募金活動の様子 2 

 
参加された皆様お疲れさまでした 

 

■ニコニコ BOX 

植村会員・棚橋会員・朝長会員（誕生日 5,000 円） 

成田会員・益井会員（結婚記念日 5,000 円） 

 

 

2025-26 年度累計 575,160 円 

■出席報告 

例会日 会員数 
出席計算 

会員数 
出席者数 

メイク 

アップ 
出席率 無断欠席 

6/11 48 47 29  61.7  

■編集・発行：メディア委員会 

委員長：宇野勝  副委員長：佐藤直也 

委員：植村涼子・黒坂貴行・長嶋宏明・吉田昌子 

 


